
 
 

研究の動機 

理科室にある①「何

も入れていない水槽」、

②「水草だけを入れた

水槽」、「③小魚を入れ

た水槽」の３つの水槽

には糸状のアオミドロ

が発生して、見た目も

よくないし、絡み付くアオミドロで、水草やメダカが弱ってしまうことがあります。

糸状のアオミドロは、取り除くのも一苦労です。 

ところが、発生しているアオミドロの量をよく見ると、③「小魚を入れた水槽」の

アオミドロが一番多く、次に②「水草だけを入れた水槽」、①「何も入れていない水

槽」の順であり、違いがあることに気付きました。アオミドロが増える原因を調べる

ことで、アオミドロを減らす工夫もできるのではないかと考え、調べることにしまし

た。アオミドロの増えた量を重さで表せるかを予備実験で確認しましたが、明らかに

増えたように見えるアオミドロでも重さでは判定できなかったので目視で結果を示

すことにしました。 

研究の方法 アオミドロの増える条件や増えない条件を調べ、アオミドロが発生し

ない水槽作りを目指すことにしました。 

 

研究１ アオミドロが増えるわけを探る 

実験① 条件を変えて調べる 

魚を入れた水槽では、魚の餌、魚のフンが栄養となり、魚の出す二酸化炭素がアオ

ミドロの光合成に役立っていると考えました。魚が動き回ることでアオミドロがち

ぎれて増えやすくなることも考えられます。アオミドロは水面に多く発生し、気体を

含み、膨らんでいます。アオミドロを浮かせる気体は、アオミドロ自身が出した酸素

ではないかと考え、注射器でこの気体を吸い取って線香の火を近付けたり、気体検知

管で調べてみたりしましたが、空気との違いは分かりませんで

した。 

しかし、アオミドロは、酸素と思われるこの泡のおかげで水

面に浮いていると考えられます。一方、水草がある水槽では、

水草に絡みついてアオミドロは、楽に水面にいられます。泡や

水草を利用して水面に出て、より光を取り入れやすくなること

も増加の助けになっていると思います。そこで、次のように条

件を変えた４つの広口瓶に、水気を絞ったアオミドロを５ｇ入

れて、観察しました。 

 
予想 Ａは、魚のフンと二酸化炭素が発生すること、Ｃは餌の栄養があること、Ｂは

水面での光を受けやすいことから、Ａ、Ｃ、Ｂ、Ｄの順にアオミドロが増えると予

想しました。 

結果            表２ アオミドロの増え方比べ 
日付 瓶の様子 Ａ：魚 Ｂ：水草 Ｃ：魚の餌 Ｄ：何も入れない 
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※12/21の水面写真は撮り忘れてしまいました。 

12/28 
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最も増加 

 

 
３番目に増加 

 

 
２番目に増加 

 

 
増えていない 

 予想通り、Ａの瓶のアオミドロが最も増え、次にＣ、Ｂ、Ｄの順となりました。ど

の条件でも気泡を作り、アオミドロが水面に浮いていることが多くありました。早朝

は、沈んでいることが多く、日中、日の当たっている時間は水面に浮かび上がってい

ることが多くありました。 

考察 ＡとＣがよく増えたことから、アオミ

ドロが増えるには栄養が必要であることが

分かりました。魚の多い瓶では、魚が動き回

ってアオミドロがバラバラになり（図２参

照）、魚の出す二酸化炭素も豊富です。アオ

ミドロと二酸化炭素の関わりや魚が動き回

ることの影響について調べる必要があります。 

また、光合成をするアオミドロは、日中に自分が作った酸素の泡で浮かび、光を

得やすくしています。アオミドロの増え方と、二酸化炭素の関わり、魚が動き回る

ことの影響、水面・水底におけるアオミドロの増え方の違いを、調べました。 

 

実験② 二酸化炭素とアオミドロの増え方 

 水気を絞ったアオミドロ５ｇを用意し、Ａの瓶には炭酸水を入れ、Ｂの瓶は同じ量

の水を入れ、アオミドロを加えてふたをしました。 

予想 光合成に必要な二酸化炭素が多いＡの方がよく増えると考えました。 

結果 炭酸水に入れたアオミドロは、茶色に

なり、枯れてしまいましたが、よく見ると

ややアオミドロが増えているように見え

ました。二酸化炭素を追加しなかったこと

が原因と考え、実験方法を改良しようと思

いました。（実験④ 改良実験に続きま

す。） 

 

実験③ 動き回り効果とアオミドロの増え方 

 魚が動き回る水槽では、アオミドロがちぎれ、

よく増えると考えました。そこで２本の集気瓶

に同量のアオミドロと水道水を入れ、Ａは自動

攪拌機でかき混ぜ続け、Ｂは動かさないように

して観察しました。 

予想 攪拌機でかき混ぜたＡの方がアオミドロ

は増えると考えました。 

結果 ５日間実験を続けました。攪拌機の方はアオミドロが散らばって量が多くな

っているように見えました。機械では、魚が動き回る以上の速いスピードになって

しまったので、ガラス棒で毎日決まった回数をかき混ぜてみようと考えました。（実

験④ 改良実験に続きます。） 

 

実験④ 改良実験 

アオミドロの増加と、二酸化炭素の効果と魚の動き回りの関係を調べるために改

良した実験を行いました。３つのビーカーに絞ったアオミドロ２０ｇを入れ、どのビ

ーカーも水とアオミドロを合わせて２００ｍｌになるように調整しました。Ａは、一

日一回、気体ボンベで二酸化炭素を５秒間吹き込みました。Ｂは、何もせず動かさな

いようにしました。Ｃは、ガラス棒を用いて一日１０回転ゆっくりかき混ぜることに

しました。（※この実験の２回目で二酸化炭素を吹き込むときにアオミドロがちぎれ

てしまうことに気づき、３日目からは、Ａは、二酸化炭素を吹き込んだ水と取り換え

て実験を行いました。）蒸発した分の水は補充して、２００ｍｌになるようにして、

１０日間続けて、アオミドロの増え方を比較しました。 

結果 二酸化炭素を入れたＡの瓶は、何も

せず動かさなかったＢの瓶とあまり違い

はありませんでした。Ｃはちぎれて広が

り増加しました。二酸化炭素を多くして

も、アオミドロが増えるようには見えま

せんでした。 

考察 魚の出す二酸化炭素の効果はそれ

ほど無いと思われます。しかし、ビーカ

ー内の水を混ぜるとアオミドロは、バラ

バラとなり水の中に広がることが分かり

ました。水槽の魚が動き回ることで、バ

ラバラになったアオミドロの占める割合は大きくなっています。また、より浮かび

上がりやすくなります。水面に浮いている状態と沈んでいる状態では増え方に違い

があるかを調べました。 

 

実験⑤ 水面に出ることの影響 

 円筒容器と針金を用いて、Ａはアオミド

ロを水面に固定し、Ｂは水底に固定して比

較しました。 

予想 光を浴びやすくなるため、Ａのアオ

ミドロの方がよく増えると考えました。 

結果 Ａのアオミドロが圧倒的に増えま

した。 

考察 水面のアオミドロが増加するのが

光の影響であるとすれば、アオミドロの

位置と光に関わりがあると考えました。

次にアオミドロと光の関わりを調べることにしました。 

 

実験⑥ 光の影響 

円筒容器に絞ったアオミドロを５ｇずつ

入れて水に浮かべ、Ａは光が当たらないよ

うに全体を黒い紙で包み、Ｂは浮いている

アオミドロの周りだけを包みました。 

予想 Ａは下まで沈み、弱って、Ｂはすぐに

黒い紙の下の部分に降りてくると予想し

ました。 

結果 Ａは下に沈んで枯れ始め

ました。予想通り、一部を包ん

だＢは、光のある方に成長し始

めました。 

考察 光が無いと５日目には枯

れ始めたのでこのことから、ア

オミドロには光が重要で、光に

向かって成長する能力が高い

と思われます。 

 

表 1 水槽のアオミドロ発生状況 ※小魚（プラティ・グッピー・メダカ） 
①何も入れていない水槽 ②水草だけを入れた水槽 ③小魚を入れた水槽 

   

アオミドロぼく滅大作戦「いつもきれいな水槽つくり」 

港区立青南小学校 ６学年 葉山 楓悟 

Ａ：魚を入れる Ｂ：水草を入れる Ｃ：魚の餌を入れる Ｄ：何も入れない 

１０日後

 
Ａ二酸化炭素 Ｂ何もしない Ｃかき混ぜる 

図５ 二酸化炭素と動き回りの比較 

  
水底に固定(右瓶)、水面に固定(左瓶) 

図６ 水面と水底の比較 

 

アオミドロがバラバラになって広がっている。 

Ａ   Ｂ 

    
図７ 光の影響実験方法 

 

  

図３ 炭酸水(左の瓶)と水道水(右の瓶)

 

   
図４ 攪拌(左)と静止(右)の比較 

４日目      ５日目 

   
Ａは下に沈み枯れる  Ｂは下に成長 

図８ 光の影響実験結果 
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図２ 切れた状態（左）と 

正常な状態のアオミドロ（右） 

 
図１ 泡で浮く 

アオミドロ 



研究２ アオミドロの嫌いな栄養を調べる 

アオミドロが増えるには光（水面への移動が大事）と栄養ということが分かってき

ました。アオミドロをより減らすには、アオミドロが好む栄養を少なくするだけでな

く、アオミドロを減らすものを加える必要があります。市販の餌や植物の栄養になり

そうなもので調べてみました。ただしそれを加えたことで魚のすめない環境になっ

ては困るので、水質も調べました。 

 

実験⑦ 餌によるアオミドロの増え方の違いを調べる 

 同じペットボトルの中に、水気を絞って３ｇずつに分けた同じ量のアオミドロと、

水２９７ｍｌを入れ、合わせて３００ｇになるようにしました。そこに以下の栄養に

なりそうなものを３ｇずつ入れて比較をしました。 

 
 水質チェックには、以下の６種の成分と魚の適した水質を調べることができる「試

薬」を使い、実験は１２日間行いました。 

 
予想 植物の肥料（栄養）があるＢ、Ｃ、いつもアオミドロのできる水槽に入れてい

る餌のＤ、フンのＦはアオミドロが増えると考えました。Ｅの餌は水を汚しにくく、

アオミドロの養分も少なそうなので、アオミドロもあまり増えずに変わらないと

考えました。 

 

結果 沈んでいたアオミドロ

は、日なたに置いておくと

翌日には全てが水面に浮き

ました。初めのうちは液体

肥料を入れたＢと魚のフン

を入れたＦが増えました。

ベーキングパウダーを入れ

たＣはわずかに増加し、枯

れた様子は見られません。

ＢとＥの水を顕微鏡で見ると、Ｂには活発に動き回る微生物が観察でき、Ｅには

生きている微生物らしきものは、観察できませんでした。 

１２日後には、Ａ

とＢは、枯れずに増

え、Ｃ、Ｄ、Ｅは茶色

くなって全滅してい

ましました。また、Ｆ

は、アオミドロが沈

んでいました。Ｆは、

アオミドロが増えす

ぎて栄養が足りなく

なったためと思いま

した。 

 

考察 ３日目には、餌を入れたＤ、Ｅはアオミドロが減りました。しかし、水が腐

っていて魚が住める環境では、ありません。実際に水槽に入れる餌は、「魚が食べ

残さない程度」とするので、Ｄ、Ｅのように水の中に餌が残っている状態は魚に

もよくありません。始めのうちアオミドロが増加したのは、液体肥料を入れたＢ

と魚のフンを入れたＦでした。 

アオミドロは適度な栄養があれば一気に増えるようなので、試しにＣ・Ｄ・Ｅ

を一つまみ水に溶かして、ほぼ同量のアオミドロを入れてみたところ、水が汚れ

にくい餌を入れたＥのアオミドロが増加していまし

た。（図９参照）。 

アオミドロは、ある程度きれいな水を好むことが

分かりました。アオミドロを減らすために水質を悪

化させることはできません。次第にメダカの水槽の

底のフンを入れたＦのアオミドロが増えなくなった

のは、フンの栄養を使い切ってしまったためではな

いかと考えると、魚のフンをこまめに取り除くこと

がアオミドロを減らす助けになります。積極的にア

オミドロを減らすには、やはりアオミドロを食べる

か、枯らしてしまうものを入れる必要があります。そ

こでアオミドロの苦手なものを入れてみました。 

 

研究３ 新情報！アオミドロの天敵ヤマトヌマエビと苦手なマツヤ二 

農家では、「アオミドロを防ぐには松の木やマツヤニを入れるとよい。」というそう

です。そこで、松脂、アオミドロを食べるというヤマトヌマエビ、アオミドロと栄養

の取り合いになる丈夫な水草、比較のために腐りにくく、栄養となるカルシウムを含

む骨粉を用いて、アオミドロを減らす効果を調べました。１２日後、水質チェックと

顕微鏡観察を行いました。 

 

実験⑧ アオミドロが一番苦手なもの選手権 

同量の水を入れた水槽に、絞ったアオミドロを３ｇとＡ～Ｅを入れ１４日間観察

しました。 

 
予想 何も手を加えていない

Ａや栄養になる可能性のあ

りそうなカルシウムの入っ

たＥは少し増えるだろう。

他は減っていくと予想。 

結果 Ａは順調に増加し、Ｂ

も水草と気泡と一緒に水面

に浮かび上がったり、下に

沈んだりしながら増加しま

した。 

Ｃは実験開始直後、ヤマ

トヌマエビがアオミドロを

順調に食べて、すごく減り

ました。しかし、１０日目、

エビが死んでしまい、水が腐り、アオミドロは茶色くなって、全滅しました。 

Ｄはマツヤニが水面に浮いている影響か、アオミドロが浮くことができず、減少

しました。水質をチェックしてみると、アオミドロが減少したＤには問題は見られ

ませんでした。顕微鏡観察でも、Ｄには、ゾウリムシなどの動物プランクトンや植 

物プランクトンも見つかりました。Eは、沈んだものも浮いているものもありまし

たが、全体の量は少し増えました。 

考察 アオミドロを食べる生物

は、うまく飼育すれば、アオ

ミドロを除去するのに効果的

がありました。 

最もアオミドロの除去に適

しているのは「マツヤニ」で

した。これによりアオミドロ

が水面に浮かび上がることが

少なくなるようです。 

 

 

表３ アオミドロと栄養 

始

め

の

状

態 

Ａ  Ｂ  Ｃ Ｄ  Ｅ Ｆ 

 

翌

日 

 

２

日

後 

すべてのアオミドロが水面に上が

っていた。 

ＡＢＣＦ増加 ＤＥは腐敗臭。 

気体が発生して、ふたを開けると

プシュッと音がした。１日１回ふた

を開けることにした。 

（画像を残せなかった。） 

３

日

後 
 

Ａ少し増加 Ｂ増加 Ｃ少し増加 

Ｄ枯れた Ｅ枯れた Ｆ広がり増加 

５

日

後 
 

Ａ増加 Ｂさらに増加 Ｃ変化無し 

Ｄ枯れた Ｅ枯れた 

Ｆ広がりさらに増加 

12

日

後 
 

Ａさらに増加 Ｂさらに増加 

Ｃ枯れはじめ Ｄ枯れた Ｅ枯れた 

Ｆかなり増加、枯れ始め 

Ａ：水  Ｂ：液体肥料  Ｃ：ベーキングパウダー※  Ｄ：メダカの餌 

Ｅ：水が汚れにくい餌   Ｆ：メダカの水槽の底のフン 

※Ｃ：植物に必要な成分である窒素を多く含むものとしてベーキングパウダーを加え

ました。 

【水質検査紙の検査項目】 

 硝 酸 塩：水草の栄養になるが、増えすぎると危険である。 

 亜 硝 酸 塩：水の汚れによって発生する。大変危険である。 

 総 硬 度：硬水か軟水か判断する基準になる。 

 炭酸塩硬度：二酸化炭素の量の目安、水質が安定しているか判断できる。 

 ｐ Ｈ：酸性、中性、アルカリ性のいずれであるか判断できる。 

 塩 素：カルキの割合を判断できる。 

Ａ：水  Ｂ：オオカナダモとマツモ４ｇ  Ｃ：ヤマトヌマエビ４匹 

Ｄ：マヤニ粉末４ｇ  Ｅ：骨粉 

【研究のまとめ】 

水槽の中に大量に発生するアオミドロを簡単に減らす方法はないかと

調べてきました。アオミドロが出した泡や水草、魚の動きで細かくなるこ

とを利用して水面に出て光を得る能力に驚きました。また、強すぎる栄養

には弱く、よい水質を好むことも分かりました。魚のフンやわずかな食べ

残しを取り入れて増えるのです。 

アオミドロを減らすには、アオミドロを食べる生物が効果的ですが、生

物を管理する必要が出てきます。マツヤニも効果がありました。アオミド

ロを減らすには、マツヤニを入れてみることに加えて、一緒に入れる水草

は、近くまで伸びない種や日かげで育つ種を選び、アオミドロが光を得に

くい環境を作ること、飼育している生き物のフンや食べ残しをできるだけ

取り除くこと、水槽の中の生き物を驚かせずに暴れまわらないようにし

て、アオミドロがちぎれないようにすることが大切であると思いました。

手でアオミドロをとるときも、ちぎれたアオミドロが水に落ちないように

した方がいいと思いました。 

これから、マツヤニの量を変えたり、フンを簡単に取り除く工夫をした

りして、アオミドロの増加についてさらに調べていきたいと思います。 

アオミドロを調べたときに、アオミドロの多い水と少ない水を顕微鏡で

観察しました。アオミドロの多い水にはたくさんの微生物が隠れていまし

た。アオミドロが一面を覆った学校の池の下には、照りつける日差しを避

けて、たくさんの微生物が暮らしていると思うと、自然の中では、アオミ

ドロも大切な役割を果たしているのだと感じました。 

実験前の様子 

 
 

１４日後の様子 

 
Ａ水だけ  Ｂ水草 Ｃエビ Ｄマツヤニ Ｅ骨粉 

図１０ 苦手なもの実験 

表５ １２日後の水質 

 魚が住める範囲 A B C D E F 

硝酸塩 0～25 0 0 0 0 0 0 

亜硝酸塩 0 0 0 0 0 0 0 

総硬度 4～16 4 4 0 8 8 8 

炭酸塩 硬度 3～10 3 3 20 20 20 15 

pH  6.8 6.4 6.4 7.2 6.4 7.2 

塩素 0 0 0 0 1.5 0 0.8 

 

表４ ３日後の水質 

 単位 魚が住める範囲 E F 

硝酸塩 mg/L 0～25 0 0 

亜硝酸塩 mg/L 0 0 0 

総硬度 °d 4～16 8 10 

炭酸塩 硬度 °d 3～10 20 20 

pH  6.8～8.4 6.4 7.2 

塩素 mg/L 0 0 0 

 
 

 
左：水が汚れにくい餌（Ｅ） 

中：メダカの餌（Ｄ） 

右：ベーキングパウダー（Ｃ） 

図９ 餌入り水での確認 

表６ 実験⑧の水質検査結果 

 魚が住める範囲 A B C D E 

硝酸塩 0～25 0 0 0 0 0 

亜硝酸塩 0 0 0 0 0 0 

総硬度 4～16 8 8 8 8 8 

炭酸塩 硬度 3～10 3 3 15 6 6 

pH 
6.8～

8.4 

6.4 6.4 6.4 6.4 6.8 

塩素 0 0 0 0 0 0.8 

 

6.8～8.4 


